
◆区支え合いのまち推進協議会開催状況
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緑区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和５年度）総括表

◆基本方針別取組状況

第１回 ６月１７日（土）
・第５期計画「具体的な取組み」原案の検討について
・重点取組地区の検討について

1
コミュニケーション（学び・
継承・交流・ふれあい・社
会参加

11

学校行事に地域住民が協力。子ども対象の地域行事により交流の場を提供した。
高齢者が集う場として「いきいきサロン」を開催した。
障害者に関する学習会の開催。障害者施設の行事にボランティアとして参加した。
子育て中の親や子どもが集う場として「子育てサロン」を開催した。
住民参加の地域行事開催に協力した。

第２回 ８月３０日（水）
・第５期計画「具体的な取組み」原案の承認について（全体ワーク）
・令和４年度取組状況及び令和５年度計画の情報共有について（グループワーク）

2
緊急時の支援と対応（災
害、防犯と防災、感染
症）

3 町内自治会、避難所運営委員会が中心となり、防災訓練や避難所開設訓練を実施した。
また、防災備蓄品の確認や住民への普及啓発活動を実施した。

・第５期計画「具体的な取組み」の確定について
・広報誌「みどりのきずな第４１号」の承認について

号数 発行日 発行部数及び主な配布先

第３回 ３月１６日（土）

◆区支え合いのまち推進協議会だより発行状況

取組項目の
達成状況

　「健康体操の会」（椎名地区部会）

　小規模多機能型居宅介護施設から「地域と連携した取り組みをしたい」との申し出があり、地区部会と施設で協議した結
果、高齢者を対象にした健康体操の会を新たに実施することになった。
　椎名地区の拠点は椎名公民館であるが、町内自治会の協力を得て、高齢者が徒歩で通える町内自治会館を会場とするこ
ととし、椎名地区内の町内自治会館を順番に回って開催することになった。

　実施の案内は町内自治会の回覧を通じて行い、当日の会場設営等に町内自治会役員の協力を得て実施している。
　毎回施設の理学療法士が参加し、健康体操の指導や、参加者の健康に関する相談を受けている。

　　　　令和５年度実施回数　６回

基本方針

今年度の振り返り 20
新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことを受けての活動であったが、引き続き流行状況に
気を付けながらの活動であった。
このため実施に至らない活動はあったものの、各団体ともに計画を念頭におきながら活動に取り組
むことができた。

3
身近な生活支援と連携
（健康、見守り、介護・ボ
ランティア）

6

町内自治会や民生委員児童委員協議会が協力して見守り活動を実施した。
住民参加のスポーツ行事の開催に協力した。
「いきいきサロン」等で健康に関する講演や健康体操等を実施した。
あんしんケアセンターの地域ケア会議等、地域団体が参加する会議で、地域の問題点、情報共有
及び意見交換を行った。

今後の課題と方針
・高齢化に伴い若い世代の担い手確保及び育成について検討する必要がある。
・活動を継続的に実施していくために、ともに活動していく協力者を増やしていく必要がある。
・新型コロナウイルス等の感染症予防に配慮しながら、新しい生活様式に合った地域での活動を推進していく。

◆区の地域福祉に関する紹介事例等

第40号 4月19日
発行部数：3,241部
主な配布先：窓口配布30部、町内自治会、区内小・中学校、公民館等
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【達成状況の目安】
◎：年度目標以上のものが達成できた場合
○：年度目標が概ね達成できた場合
△：年度目標の一部が達成できた場合

基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針

24,869人、 11,293世帯

26町内自治会

26.0%

【５０６地区民生委員児童委員協議会】
ふれあいカフェの開催
　コロナの感染状況を考慮し対策を講じつつ、運
営スタッフと協力しながら実施する。

【５０６地区民生委員児童委員協議会】
５月以降毎月開催（年１１回）
　誉田団地自治会館　参加者：１２人

【５０６地区民生委員児童委員協議会】
４月以降毎月開催（年１２回）
　誉田自治会館

【５０７地区民生委員児童委員協議会】
施設での食事会開催の協力
・「わくわく食事会」と「ふれあい食事サービ
ス」に代わる場の開設を検討したい
いきいきサロンへの協力
・新規サロンの開設を検討する。
・長寿会行事の一部をいきいきサロンに合流
　させ、長寿会の活性化を図る。

【５０７地区民生委員児童委員協議会】
・「わくわく食事会」と「ふれあい食事サービ
ス」に代わる場の開設は進められなかった。
・いきいきサロンは7地区で参加登録者数113名、
ボランティア登録者数24名で、昨年度は延べ78回
開催され、延べ参加者781名、延べボランティア
227名

【５０７地区民生委員児童委員協議会】
･ ふれあい食事サービス事業が亡くなり、代わ
りの「わくわく食事会」開設を検討する。
･ いきいきサロンの新規開設を検討する。
･ 長寿会メンバーの高齢化で世話役が減少し、
サロンが受け皿となって長寿会の活性化を図
る。

【５０７地区民生委員児童委員協議会】
　新型コロナ感染症には注意をしながら、長寿会
メンバーの受け皿として、また高齢者の出掛ける
機会を創出するため、いきいきサロンへの参加者
を募っていく。

【誉田地区部会】
　現在、地区部会で行っている障がい者施設への
慰問訪問、施設行事への参加等の中で、障がい者
（児）・その家族の状況を把握し、必要としてい
る情報や関係機関を紹介する。
　また、障がい者（児）を介護する家族が交流で
きる場や地域住民と交流する機会を設け、その家
族を支援する体制づくりに努める。

・障がい者、障がい者施設等に関する講座、
　学習会の開催
・障がい者施設の見学、慰問の実施
・障がい者施設の行事手伝い及び参加
・障がい者施設への慰問品の贈呈

【誉田地区部会】
6/17打合せ（12名参加）
　年度事業計画の討議、確認
7/15打合せ（10名参加）
　障がい者施設の行事のお手伝い及び参加につい
ては、各施設よりコロナ感染状況から規模縮小実
施のため、今年度は行わないこととした。
11/4ボランティア委員会開催の講座「シニアサイ
ンの講義と実技」に参加
（参加者31名のうち障がい者福祉委員会より9名
参加）
12/1障がい者施設の見学、慰問の実施
　2施設へ参加者11名
　各施設の責任者より説明を受けたのち、施設内
での作業、活動状況を見学する。
2/1障がい者施設への慰問品贈呈を実施
3施設へ参加者14名を2グループに分けて各施設を
訪問した。

【誉田地区部会】
・障がい者、障がい者施設等に関する講座、学
習会の開催
・障がい者施設の見学、慰問の実施
・障がい者施設の行事手伝い及び参加
・障がい者施設への慰問品の贈呈

【誉田地区部会】
　障がい者（児）が「集う場の開設」について
は、緑区地域福祉計画に沿った計画であり、今後
の課題とする。

【誉田地区町内自治会連絡協議会】
　障害者施設への協力と慰問、家庭の継り
　施設だけではなく家庭にいる子達との関係、ど
うしたら街に出てこれるか、民生委員の協力を得
る。

【誉田地区町内自治会連絡協議会】
　いきいきサロンの増設、高田町会館の開放

【誉田地区町内自治会連絡協議会】
　高田町会館の開放でカラオケ、高田分桜祭り

【誉田地区町内自治会連絡協議会】
　若人をどう取り込み共に考えて行けるのか。

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

４　障害者（児）・その家族が集う場の開
設・拡充・情報提供

　産業用地の開発に伴い住宅地の開発が進
行。農村地域が広く田畑に囲まれた集落が
点在。

緑区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和５年度）個票
×：年度目標が全く達成できなかった、又はほとんど達成できなかった場合
―：達成状況の評価をしない、又は評価が困難である場合

地区部会エリア 取組項目

誉田エリア 【誉田地区町内自治会連絡協議会】
　役員の高齢化（但し高田ニュータウンが６４０
世帯が加入）して次の担い手の育成が急務
　誉田町内自治会連絡協議会正副会長会議に各団
体に声掛けして協力要請の説明に来てもらい新し
い事に取り組む。
　大きな町内会は行事やサロン増設が出来るが小
さな町内会は集合住宅は難しい。昔は餅つきやそ
ば打ちもやっていた。どう復活できるか。

【誉田地区町内自治会連絡協議会】
誉田一丁目
　そば打ち
　腹話術は芸能人を呼び会館で実施
誉田二丁目
　祭り、いきいきサロン増設、高齢者カフェ
誉田三丁目
　敬老会以外に焼き肉（バーベキュー）等

【誉田地区町内自治会連絡協議会】
誉田一丁目
　そば打ちや腹話術を２か月に一度実施
平川町
　宝善寺でいきいきサロン
誉田二丁目
　いきいきサロン盆踊り
誉田三丁目
　敬老会と一日バス旅行等

【誉田地区町内自治会連絡協議会】
誉田１丁目中心に高齢者の集い、腹話術等開催

３　高齢者が集う場の開設・拡充・情報提供 －

【人口・世帯数】

1　コミュニケー
ション（学び・
継承・交流・ふ
れあい・社会参
加）

－
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【達成状況の目安】
◎：年度目標以上のものが達成できた場合
○：年度目標が概ね達成できた場合
△：年度目標の一部が達成できた場合

基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針

7,645人、 3,556世帯

【５０１地区民生委員児童委員協議会】
　高齢者福祉委員会は、「ふれあいいきいきサ
ロン」をけやき園・緑苑の施設長も加わった11
名で保健福祉センターで実施する。

【５０１地区民生委員児童委員協議会】
　高齢者福祉委員会は、後期に会議やいきいき
サロンでeスポーツをした。

【５０１地区民生委員児童委員協議会】
　高齢者福祉委員会は、「ふれあいいきいきサ
ロン」をけやき園・緑苑の施設長も加わった11
名で保健福祉センターで実施し活動する。

【５０１地区民生委員児童委員協議会】
　平山地区部会は、令和4年度からの発足であ
り、地域に合う計画を立てるための各専門部会
は、模索しながら活動を始めている。

【平山地区部会】
・子育てサロン
　保健福祉センター（月１回）

【平山地区部会】
・子育てサロン
　保健福祉センターで(月 1 回)実施

【平山地区部会】
・子育てサロン
　保健福祉センター(月 1 回)

【平山地区部会】
・継続した人員の確保

【５０１地区民生委員児童委員協議会】
平山地区部会と協働で子育てサロンを運営
・主任児童委員が中心で民生委員・児童委員OG
と地域協力員で実施し、子育てに関するアドバ
イスを行う。
・子育てサロンへの協力を行う。
   (年10回　4月～7月、9月～2月)

【５０１地区民生委員児童委員協議会】
・主任児童委員が中心で民生委員・児童委員OG
と地域協力員で実施し、子育てに関するアドバ
イスを行った。
・子育てサロンへの協力を行った。
　(年10回4月～7月、9月～2月)
・平山地区部会と協働で子育てサロンの運営を
行った。

【５０１地区民生委員児童委員協議会】
平山地区部会と協働で子育てサロンを運営
・主任児童委員が中心で民生委員・児童委員OG
と地域協力員で実施し、子育てに関するアドバ
イスを行う。
・子育てサロンへの協力を行う。
　(年10回4月～7月、9月～2月)

【５０１地区民生委員児童委員協議会】
・子育てサロンへの協力
・新興住宅地が増え、参加者が広範囲から来る
ようになった。
・乳児が増えたことによって母親や父親同士の
情報交換が出来ようになったのでさらに交流を
深めるように活動していきたい。

５　子育て中の親や子どもが集う場の開設・
拡充

－

－

【地域の特徴】

【平山地区部会】
・いきいきサロン
　鎌取団地サロン(週 1 回)
　鎌取スポーツサロン(週 1 回)

【平山地区部会】
・いきいきサロン
　鎌取団地（週１回）
　平山第一自治会（週１回）
（町内自治会のシニアクラブと連携して実施）

【平山地区部会】
・他の町内・自治会も実施出来ないか検討
・サロンの宣伝方法の検討

【平山地区部会】
・いきいきサロン
　鎌取団地サロン(週 1 回)
　鎌取スポーツサロン(週 1 回)
　平山第一自治会(週 1 回)
　(R7年度に2サロン追加予定)

緑区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和５年度）個票
×：年度目標が全く達成できなかった、又はほとんど達成できなかった場合
―：達成状況の評価をしない、又は評価が困難である場合

地区部会エリア 取組項目

平山エリア

1　コミュニ
ケーション（学
び・継承・交
流・ふれあい・
社会参加）

３　高齢者が集う場の開設・拡充・情報提供

【人口・世帯数】

【高齢化率】

25.0%

　古くからの里山が広がる地域。近年で
は大網街道沿いで住宅地の開発が進む。

【町内自治会数】

10町内自治会
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【達成状況の目安】
◎：年度目標以上のものが達成できた場合
○：年度目標が概ね達成できた場合
△：年度目標の一部が達成できた場合

基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針

43,953人、 19,873世帯

緑区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和５年度）個票
×：年度目標が全く達成できなかった、又はほとんど達成できなかった場合
―：達成状況の評価をしない、又は評価が困難である場合

地区部会エリア 取組項目

【人口・世帯数】

【土気地区部会】
・１地区の自主防災組織から要請されているが他
からはなく地区部会の取組みとして検討するには
至っていない。
・市防災対策課の出前講座で「災害への備え」に
ついて研修、受講者45名、未受講者には資料によ
る自己研修を勧める。
・話題にする程度で検討するまでには至っていな
い。

【土気地区部会】
・各地区の自主防災組織による諸活動への協力と
地区部会に期待される取組みについての検討に努
める。
・推進員、支援員、さらには活動会員の災害時に
備えた意識啓発に努める。
・災害発生時の状況把握、特に高齢な活動会員の
速やかな把握のための連絡体制づくりに努める。

土気エリア

【町内自治会数】

46町内自治会

【高齢化率】

【地域の特徴】

　緑豊かな地域、あすみが丘・地域開発の
住宅地、工業団地や農村地域が広がる。都
市公園が整備。

【土気地区町内自治会連絡協議会】
・コロナ後の団地内避難訓練行うかの検討
・地域避難所として申請すべきかの意見交換
・自治会員の高齢化が進んでおり、訓練中の怪我
や事故を回避する必要があることから、防火防災
訓練等の訓練内容も十分な配慮が必要。

【土気地区町内自治会連絡協議会】
（土気団地自治会）
・８月九都県市合同防災訓練に参加、自治会
　長・防災担当役員
・９月避難行動要支援者リスト作成、支え合い
カード作成
・１０月防災リーダー研修会参加　１名
・１１月災害時支援協力者名簿作成
・３月集会所倉庫の防災備品確認
（土気町内会）
・防災訓練の充実
・地域における自主防災組織活動の充実を図
　るとともに、災害時の避難場所、避難所の
　確認や複数避難経路設定の周知徹底に努め
　ます。
（高津戸町内会・梅ヶ丘自治会）
・防災訓練の充実、意識啓発
　集会所の地域避難場所申請、防災学習の実
　施、防災備品の充実、近隣自治会と共同で
　防災訓練の実施。
（紅葉ヶ丘団地自治会）
　１０月中峠集会所において、緑消防署土気
　出張所の職員からの指導の下、防火防災訓
　練を実施した。訓練内容（防災ビデオの鑑
　賞、折り畳み担架の取り扱い要領）２０名
　参加
・自治会防災から、各家庭に家庭用消火器を
　配付し啓蒙に努めた。

31.2%

12　防災訓練の充実、意識啓発、体制整備

【土気地区町内自治会連絡協議会】
・支援希望者リスト・支え合いカード・協力者
リストの更新
・避難訓練の団地内実施の検討
・１０月中峠集会所において、緑消防署土気出
張所の職員からの指導の下、防火防災訓練を実
施予定（消火器の取り扱い要領）

【土気地区部会】
・各自主防災組織は災害発生時の対応に力点が
置かれがちである。地区部会としては発生前の
対応から検討することとする。（転倒防止、備
蓄品保存等）
・出前講座の未受講支援員が準備や心構えにつ
いて理解を図るよう機会ある度に確認するとと
もに会員の意識啓発にも取り組む。
・各サロンやクラブ単位で担当者が中心になり
活動会員の状況把握に努める体制づくりをす
る。

【土気地区部会】
・自主防災組織からの要請を待つ一方、出前講座
を足掛かりにして地区部会として取組み可能な対
応について検討する。
・高齢会員は、意識が高まっても行動化できない
方もいる。転倒防止等は必要によっては「助け合
い活動」に位置づけていく。
・日頃の各種活動における出欠席の状況把握を災
害時の対応の素地づくりとする。

２　緊急時の支
援と対応（災
害、防犯と防
災、感染症）

－

【土気地区町内自治会連絡協議会】
（土気団地自治会）
・防災訓練の充実
　地域における自主防災組織活動の充実を
　図るとともに、災害時の避難場所、避難所
　の確認や複数避難経路設定の周知徹底
　に努めます。
（土気町内会）
・防災訓練の充実、意識啓発集会所の地域
　避難場所申請、防災学習の実施、防災備品
　の充実、近隣自治会と共同で防災訓練の
　実施
（高津戸町内会・梅ヶ丘自治会）
・自治会防災から、各家庭に家庭用消火器を
　配付し啓蒙に努めた。今年度は１０月に
　団地全体の防災訓練を行う予定
（紅葉ヶ丘団地自治会）
・家庭における意識啓発家庭において、日頃
　から避難場所の確認や防災用品の準備等
　を行うよう意識啓発に努めます。
（土気町内会）
・防災訓練の充実、意識啓発、体制整備
　大椎中学校避難所運営委員会では、あす
　みが丘８丁目自主防災会と協働して、避難
　所開設・運営訓練及び防災訓練を行う。
　また、防災普及車を用いた地震体験や煙体
　験訓練、救命救急訓練（AEDの取り扱い）
　通報訓練等、外部団体からの支援を受けて
　訓練の充実を図る。

資料１
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基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針地区部会エリア 取組項目

【５０９地区民生委員児童委員協議会】
　避難行動要支援者へのサポーター作り（新規）
・委員への説明と理解を受け、具体的に単位
　民児協内での検討
・可能であれば、防災対策課他とサポーター
　決定時期目標などの情報提供受け
・民生委員自身の意識高揚
・住民への啓蒙活動

【５０９地区民生委員児童委員協議会】
掲載されている対象者数が５００名と非常に多
く、優先すべき対象者の絞り込みを行うことが必
要と 判断した。

【５０９地区民生委員児童委員協議会】
・防災対策課の優先対象者として介護度の非常
に高い住民となっていることから、Ｒ６年度の
高齢者実態調査時に介護認定受けの高齢者の認
定介護度を確認することとし、下記の防災対策
課の計画に該当しない対象者を検討対象とす
る。
・町内自治会が抱える悩みなどの把握。

【５０９地区民生委員児童委員協議会】
・行政機関、町内自治会との打ち合わせを通じ、
有効活用できるようにしていくこと。
・避難所運営委員として活動する委員が名簿を有
効活用できるようにすること。
・関係機関の意見の聴取と見直し

【５１０地区民生委員児童委員協議会】
災害時の対応

【５１０地区民生委員児童委員協議会】
民生委員・児童委員に対して、防災意識の向上の
ために防災用品の提供を行った。
また、ハザードマップを再配布し、災害時の避難
場所の再確認を実施した。

【５１０地区民生委員児童委員協議会】
・独居高齢者に対して、災害時の非常食として
配布を図りたい。
・高齢者世帯に対して、ハザードマップを配布
していきたい。

【５１０地区民生委員児童委員協議会】
・災害時用非常食を独居高齢者に提供が可能か検
討を要する。
・独居高齢者が一人で避難場所まで行けるか不明
である。

【土気地区部会】
・助け合い活動と関連する活動として位置づけて
一人暮らしで孤立気味の高齢者を定期的な調査結
果などを足掛かりに把握する。
・閉じこもり➝老化➝要支援➝要介護の流れの断
ち切りと改善の必要性について理解を図る。
・困り事を気軽に打ち明けられる土壌づくりこそ
基礎になるという認識で、普段の交流の拡充と既
存の活動の紹介に努める。

【土気地区部会】
・3自治会の活動に支援役として参加、運営補助
金でも支援する。
・大椎台―対象者2名、協力者15名、1名を2,3人
で担当し、外部からの観察を中心に毎日実施
・大木戸台―対象者10名、協力者5名、ゴミ出し
も手伝い毎週2回実施
・あすみ第一―対象者8名、協力者17名5ブロック
に分けて月1、2回実施

【土気地区部会】
・3地区の支援事業として取り組む一方、他地域
でも発案者や協力者が出るよう働き掛ける。
・既存の防犯パトロールなども足掛かりに、見
守りパトロールや見守り活動へと進展できない
か働き掛ける。
・アンケート調査による希望者の割り出しが期
待されるが、対象者の複雑な思いを考慮して直
接的な実益も感じられる活動にする。
・見守りとゴミ出しは, 孤立の防止や困り事の
手助けになるのでセット化を奨励する。

【土気地区部会】
・地域の歩みや高齢化率に違いがあるので見守り
活動の必要度の高い地域の割り出しに努める。
・見守りだけでは希望者が減少しがちな地区に
は、軽度の困り事にも対応して孤立の防止に加え
て安心づくりや交流づくりにも努める。
・新たな活動を組織する負担感を薄めるために既
存の活動を活用する是非について検討する。
・推進員在住地区の独居高齢者の生活状況を民生
委員の調査などを参考に把握する。

【５０９地区民生委員児童委員協議会】
地区の見守り活動団体との連携
　地域で行われている見守り活動団体と連携し、
地域での見守り活動への協力を行う。

【５０９地区民生委員児童委員協議会】
・あすみが丘第一自治会の「見守り隊活動会議」
に担当民生委員が会議に参加し、情報提供やアド
バイス等を行う一方、見守り対象者登録を行って
いない「気になる高齢者」への対象者登録の呼び
掛けを行っている。（会議参加者は、約１０名）

【５０９地区民生委員児童委員協議会】
・後期高齢者化の進展が著しい地区でもあり、
見守り対象者への新規登録の勧誘活動を継続し
て実施していく。
・核家族化が進む中、遠隔地に居住する独居者
かぞくへの対応方法のアドバイス強化

【５０９地区民生委員児童委員協議会】
・自治会の正式認定を受けていない為、見守り隊
への理解が低く、隊員の士気維持の手助けを検討
したい。
・遠隔地に住む家族が地元への過度な依頼心への
対応方法の検討が必要である。

【５１０地区民生委員児童委員協議会】
独居高齢者への見守り

【５１０地区民生委員児童委員協議会】
高齢者実態調査時に、高齢者に対して安心カード
の配布を行う。

【５１０地区民生委員児童委員協議会】
高齢の独居者のみでなく、希望する高齢者に対
しても安心カードの配布を行いたい。

【５１０地区民生委員児童委員協議会】
６５歳以上の高齢者が安心カードを常時携帯する
方向に向けて、十分な説明をする必要がある。

【土気地区町内自治会連絡協議会】
一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯、体に障
害のあるかたなどの見守りを希望する人に対し
て、地域住民による訪問・声掛け等を行います。

・社会的孤立を防ぐため、挨拶運動など、住民同
士が日常生活のなかで無理なく行える見守り活動
を実施します。

・一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯、体に
障害のあるかたなどの見守りを希望する人に対し
て、地域住民による訪問・声掛け等を行います。

・社会的孤立を防ぐため、挨拶運動など、住民同
士が日常生活のなかで無理なく行える見守り活動
を実施します。

【土気地区町内自治会連絡協議会】
・全住民で両隣を見守りを行うのが原則
（おおかぶ会（会員200名）互助活動組織と協
力）
・学童の登下校時の交差点で見守り
・自治会各般で高齢者や１人住まいの方に声掛
け、訪問するようにしている。
・千葉市高齢者緊急通報システム・千葉市安心電
話事業案内の利用を促す。
・１５名ほどの見守り支援が必要。回覧は手渡し
を基本に実施している。
・何代も続いている向こう３軒両隣精神が薄らい
できている。一人暮らしの見守りを組長、班長等
にて実施している。（土気町内会）

・挨拶運動など、住民同士が日常生活の中で無理
なく行える活動を実施し、高齢者や子供たちの見
守り活動を行う。 （美空台自治会）
　
・一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯、体に
障害のある方などの見守りをする希望する方に声
掛けを行います。 （土気町内会）

【土気地区町内自治会連絡協議会】
・令和６年度の新規募集を図るも、参入者な
く、今年度も引き続き、見守り対象者：８名、
見守り協力員：１７名で、令和５年度と同様の
活動を展開する。
・一人住まいの方への見守りパトロール「外部
からの見守り」の実施。独自リスト３７名
 　　　　　　　　　（あすみが丘第一自治会）

・民生児童委員と協力し、子どもの見守り、高
齢者への定期的な声掛け訪問などの仕組み作り
の検討
・継続して、８丁目いきいきサロンを開催しコ
ミュニケーションを図る。
　　　　　　　　（あすみが丘８丁目町内会）

・納涼会や集会所清掃（１回/月）一斉清掃のイ
ベントを行い住民同士の関係を深め、困りごと
を気軽に打ち明けられる土壌づくりをする。
（土気住宅自治会）

【土気地区町内自治会連絡協議会】
・自治会と民生児童委員との連携強化16　見守り活動の推進

３身近な生活支
援と連携（健
康、見守り、介
護、ボランティ
ア）

２　緊急時の支
援と対応（災
害、防犯と防
災、感染症）

－12　防災訓練の充実、意識啓発、体制整備

－
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基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針地区部会エリア 取組項目

【土気地区部会】
・公的機関や専門家による地域住民への直接的指
導、推進員と支援者の専門性を補う研修を通して
確かな取組みができるようする。
・活動会員だけでなく、すべての住民が参加でき
る事業により交流の場を拡大するとともに、心と
身体の健康づくりができるようにする。

【土気地区部会】
・各サロンで保健福祉Cによる指導を 年1回、あ
んしんケアCによる指導を2年に1回受ける。リハ
ビリ専門職による指導は希望調査により実施す
る。
・健康講演会－保健福祉C推奨講師、全住民対象
だが講師の都合により中止
・ボランティア研修会－保健福祉C推奨講師の指
導は中止
・昭和の森ウォークラリー－連協、スポーツ振興
会との共催で全住民対象、11/23に5年振りに実
施、

【土気地区部会】
・各サロンでの保健福祉CとあんしんケアC及び
リハビリ専門職による指導で専門性を高め、各
種活動に活かす。
・健康講演会―保健福祉C推奨講師による全住民
を対象とした指導を受ける。
・ボランティア研修会―健康づくりのための実
技を支援員が研修し、その成果を各種活動の中
に取り込んでいくようにする。
・昭和の森ウォークラリー－子供から大人200人
の参加を想定し、多彩な活動と交流により絆づ
くりに努める。

【土気地区部会】
・各サロンで受けた指導による取組み状況を情報
交換して活動の質的改善を図り、一層の意欲化と
効率化に努める。

・活動の自粛に伴い表面化したフレイルには複数
の側面がある。それこそ心と身体の健康づくりの
ために生活習慣の改善や、本会だけでなく他団体
の活動への積極的な参加を勧める。

【土気地区町内自治会連絡協議会】
・健康を保持する活動を保険福祉センター、あん
しんケアセンター及び地域の医療機関等の協力を
得て、地域の集会やイベントの機会を利用して実
施します。
・ラジオ体操、シニアリーダー体操、健康ウオー
キング等へ積極的に参加する仕組みつくりを推進
し実施します。

【土気地区町内自治会連絡協議会】
・平成２６年９月発足　第一公園で毎朝６時３０
分からラジオに合わせて実施。毎回２０名前後が
参加
（土気団地自治会の他　山の谷・楓台・梅ヶ丘合
計３０名）

・大勢の人との関わることを嫌う住民がいる。
本人がやりたいこと、希望を聴取し、本人に合っ
た健康づくりを提案する。（高津戸自治会）

－

－17　健康づくり支援

３身近な生活支
援と連携（健
康、見守り、介
護、ボランティ
ア）

16　見守り活動の推進

・挨拶運動など、住民同士が日常生活の中で無理
なく行える活動を実施し、高齢者や子供たちの見
守り活動を行う。 （美空台自治会）
　
・一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯、体に
障害のある方などの見守りをする希望する方に声
掛けを行います。（土気町内会）
 
・自治会エリアを５ブロックに分け、１組３名か
ら６名の５つの班を編成し、ブロックごとに担当
班を決め、見守り活動を行っている。
・併せて、独自リストに基づく一人住まいの方の
外からの見守りパトロール実施
・活動は１回１時間程度を２回「対面による」安
否確認と「外部からの見守り」双方を申込者の希
望に応じて行っている。
・協力員は名札、腕章、帽子、制服等の活動グッ
ズを着用し活動
・令和５年度、見守り対象者：８名　見守り協力
員：１７名 （あすみが丘第一自治会）

・一人暮らし高齢者世帯への声掛け、地域内の定
期的な見回りを行う。（梅ヶ丘自治会）
 
・民生委員からの情報収集
一人住まい高齢者の毎日の声掛け見守り体制確立
　　　　　　　　　　　　　　（高津戸町内会）
 
・セーフティウオッチャー
子供の通学見守り活動　土気小より委託の２名が
活動
・災害時支援希望者リストを作成し、団地内各班
長が状況を共有し、災害時の声掛け、訪問をする
体制づくり　（土気団地自治会）

・一人暮らしの高齢者等には、月２～３回の回覧
を廻すときには、ポストに投函するのではなく直
接手渡しを心がける。
・町内会館にて８丁目いきいきサロンを開催（１
２回）
・社会福祉協議会、ボランティアを含め、茶和
会、クイズ、体操、歌などを実施コミニュケー
ションを図った。（あすみが丘８丁目町内会）
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基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針地区部会エリア 取組項目

【土気地区町内自治会連絡協議会】
地域の関係書団体・機関が連携し、課題解決に向
けて話し合う場として、知己ケア会議等を開催し
ます。

【土気地区町内自治会連絡協議会】
・会員の敷地内の植栽管理（枝の剪定）や雑草管
理について支援可能な町内会員と受けたい会員が
話し合い、協働で作業を実施する仕組みをつく
る。 （土気本町１組町内会）

【５０４・５０５・５０９・５１０地区民生委員
児童委員協議会】
　地域ケア会議への参加
　
　地域ケア会議（見守りネットワーク土気会議）
に参加し、地域の課題解決に向けた連携を行う。

【５０４・５０５・５０９・５１０地区民生委員
児童委員協議会】
・コロナウィルス拡大下では、時々、休会もあっ
たが、積極的に意見交換やアドバイスを述べた。
・地域内の問題点・状況の共有

【５０４・５０５・５０９・５１０地区民生委
員児童委員協議会】
・月１回の「見守りネットワーク会議」に参加
し、地域の関係機関と連携し情報共有
・非常に有意義な会議であり、継続参画してい
く。

【５０４・５０５・５０９・５１０地区民生委員
児童委員協議会】
・今後も継続参加し、地域のために情報交換し
共有し合いながら福祉関係の点で力を注ぎたい
・地域の足の問題等の声に応えるためにも利用の
推進と啓蒙を継続していく
・高齢者が元気と健康で生活できる社会参加にこ
れからも力を注ぎたい

－18　地域の課題解決に向けた連携

３身近な生活支
援と連携（健
康、見守り、介
護、ボランティ
ア）
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【達成状況の目安】
◎：年度目標以上のものが達成できた場合
○：年度目標が概ね達成できた場合
△：年度目標の一部が達成できた場合

基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針

48,215人、 20,101世帯

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
〇地域、学校行事への協力
・担当小中学校校門前で毎月1週間、朝のあい
さつ運動の実施
・担当小中学校校長との懇話会及び交流会にお
いて学校内の様子を把握することに努める。
（6月）
・担当小中学校での「花いっぱい運動」におけ
る花植え活動の実施（11月）
・おゆみ野地区小学校への昔あそびの伝授（11
～1月）
・おゆみ野四季の道駅伝大会への協力（2月）

〇青少年育成委員会・地域運営委員会等の諸行
事や会議にも協力・参加する。
・遊歩道足跡ペイント再塗装への協力（6月）
・おゆみ野探検ウォークラリーへの協力
　（10月）

【おゆみ野地区部会】
住民全体で「子どもは地域で育てる」という意
識をもち、子どもたちの集いの場の提供・情報
提供、地域と学校との交流等、青少年育成委員
会やボランティア団体等と連携しながら推進し
ていく。
1)子育てサロンの実施：年10回予定
　　開催時間：午前10時～
　　・鎌取コミュニティセンター
　　　R5.5.16、9.19、R6.1.16
　　・おゆみ野公民館
　　　R5.7.20、11.16、R6.2.15
　　・緑保健福祉センター
　　　R5.6.21、10.16、12.13、R6.3.13

2)講演会・講習会・研修会の企画、参加
　年1回程度、時期未定

3)緑保健福祉センター及び地域の子育て関連
    団体への支援協力と連携

4)その他情報交換等の委員会開催

【人口・世帯数】

－

緑区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和５年度）個票

【おゆみ野地区部会】
共に活動する委員や協力者を増やす。

【おゆみ野地区部会】
1)子育てサロンの実施：計10回
・R5.5.16親子の交流　12名
・R5.6.21親子あそび　25名
  （保育士:小田先生の指導による→以下同様）
・R5.7.20親子の交流（会場都合で中止）
・R5.9.19親子の交流　31名
  （聾学校より生徒12名、先生3名、保健師2名
参加）
・R5.10.16親子あそび　35名
・R5.11.16親子の交流、他34名
・R5.12.13親子あそび　28名
・R6.1.16親子の交流　30名
・R6.2.15親子の交流、他11名
　（ヘルスメイトによる離乳食メニュー紹介、
試食、おみやげ付）
・R6.3.13親子あそび36名
　（開催場所：おゆみ野公民館、鎌取コミュニ
ティセンター、緑保健福祉センター）

2)研修会の実施
・R5.8.24「支援をする側～自分自身の心の整え
方や労り方について」
場所：鎌取コミュニティセンター
講師：公認・臨床心理士花澤先生

3)おゆみ野四季の道駅伝大会への協力
地区小学校（おゆみ野南・小谷）「一年生と昔
遊び」への協力

4)その他情報交換等の委員会を開催

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
　〇地域、学校行事への協力
　・担当小中学校校門前で毎月1週間、朝のあ
　　いさつ運動の実施
　・担当小中学校校長との懇談会及び交流会
　　において学校内の様子を把握することに
　　努める。（7月、9月）
　・担当小中学校での「花いっぱい運動」にお
　　ける花植え活動の実施（11月）
　・おゆみ野地区小学校への昔あそびの伝授
　　（11～1月）
　・おゆみ野四季の道駅伝大会への協力
　　（R6年2月）
〇青少年育成委員会・地域運営委員会等の
　　諸行事や会議にも協力・参加する。
　・遊歩道足跡ペイント再塗装への協力（6月）
　・おゆみ野探検ウォークラリーへの協力
　　（10月）

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
〇地域・学校行事への協力
・朝のあいさつ運動　毎月1週間実施
・小中学校校長との懇話会（7/11）および各校
との交流会（泉谷中：9/1、泉谷小：9/15、小谷
小：9/25）を実施
・児童・生徒と一緒に花植えを行った。（泉谷
小：12/5、泉谷中：12/12、小谷小：12/18）
・昔あそびの伝授
（泉谷小：1/25、小谷小：2/2）
・おゆみ野四季の道駅伝大会への協力（2/18）

〇青少年育成委員会・地域運営委員会等への協
力
・遊歩道足跡ペイント再塗装への協力（6/18）
・おゆみ野探検ウォークラリーへの協力
　　　　　　　　　　　　　　　　　（10/14）

２　子ども達の集いの場の提供・情報提供、
地域と学校との交流

地区部会エリア 取組項目

おゆみ野エリア
【おゆみ野地区部会】
1)子育てサロンの実施：年10回予定
　開催時間：午前10時～
　・鎌取コミュニティセンター
　　R6.5.21、9.17、R7.1.21
　・おゆみ野公民館
　　R6.7.18、11.21、R7.2.20
　・緑保健福祉センター
　　R6.6.12、10.23、12.18、R7.3.19

2)講演会・講習会・研修会の企画、参加
年1回程度、時期未定

3)緑保健福祉センター及び地域の子育て関連団
体への支援協力と連携

4)その他情報交換等の委員会の開催

×：年度目標が全く達成できなかった、又はほとんど達成できなかった場合
―：達成状況の評価をしない、又は評価が困難である場合

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
・積極的な地域の福祉活動を行うための地域部
会活動への協力体制、地域・学校行事への協力
体制を、より確立していくこと。

・新型コロナウィルスも令和5年５月に５類に移
行したが、引き続き感染予防に配慮しながら、
新しい生活様式に合った地域での活動を進めて
行く。

【町内自治会数】

63町内自治会

【高齢化率】

16.4%

　鎌取駅を中心に商業地区と戸建て中心
とした閑静な住宅地域。緑区行政の中心
地。

【地域の特徴】

1　コミュニ
ケーション（学
び・継承・交
流・ふれあい・
社会参加）

資料１
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基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針地区部会エリア 取組項目

【５０８地区民生委員児童委員協議会】
１．あいさつ運動の実施
　　有吉中学校の正門・裏門にて、５～３月
　　まで実施。毎月５日間実施。
　　延べ５０日　約５００人参加予定

２．花植えの実施
　　５～６月、１１月に有吉中、有吉小、扇田
小で実施　延べ約５０人が参加予定

３．扇田小ビオトープへの協力
　　地域の人達と協力し、ビオトープの管理を
　　行う。

【５０８地区民生委員児童委員協議会】
１．あいさつ運動は、有吉中学校において、５
～３月にかけ行った。
延べ５０日　参加約５００人

２．花植えは、小・中学校の生徒と行い、５～
６月は２２人、１１月は２５人。

【５０８地区民生委員児童委員協議会】
１．あいさつ運動の実施
有吉中学校の正門・裏門にて、５～３月まで実
施。毎月５日間実施。
延べ５０日、約５００人参加予定

２．花植えの実施
５～６月、１１月に有吉中、有吉小、扇田小で
実施。延べ約５０人が参加予定

３．扇田小ビオトープへの協力
地域の人達と協力し、ビオトープの管理を行
う。

【５０８地区民生委員児童委員協議会】
コロナウィルスも５類になり、活動も徐々に正
常に戻りつつあり、活動に対して委員全員が積
極的に参加する。

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
〇地域部会への協力
　子育てサロン年10回、部会の委員として活
　動し、子育て中の親子が集う場の提供に協
　力。

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
子育てサロン9回開催（5/16、6/21、9/19、
10/16、11/16、12/13、1/16、2/15、3/13）

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
〇地域部会への協力
　子育てサロン年10回、子育て中の親子が集う
場の提供に協力。

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
積極的な地域の福祉活動を行うための地域部会
活動への協力体制、地域・学校行事への協力体
制を、より確立していくこと。

・新型コロナウィルスも令和5年５月に５類に移
行したが、引き続き感染予防に配慮しながら、
新しい生活様式に合った地域での活動を進めて
行く。

【５１１地区民生委員児童委員協議会】
〇地域部会への協力
　・子育てサロン10回

【５１１地区民生委員児童委員協議会】
子育てサロン 9回開催・研修会

【５１１地区民生委員児童委員協議会】
〇地区部会への協力
　地区部会の委員として高齢者・子ども家庭が
集う場の提供に協力していく。

【５１１地区民生委員児童委員協議会】
・現在、担い手となっている民生員の高
齢化に伴い、新しい担い手の確保が必要であ
る。(福祉委員を増やしていく)
・地域住民同士の交流の場の提供・情報を共有
する。
・参加者の募集チラシを配布

【おゆみ野地区部会】
共に活動する委員や協力者を増やす。

－

【おゆみ野地区部会】
子育てサロンの実施：年10回予定
　開催時間：午前10時～
　・鎌取コミュニティセンター
　　R6.5.21、9.17、R7.1.21
　・おゆみ野公民館
　　R6.7.18、11.21、R7.2.20
　・緑保健福祉センター
　　R6.6.12、10.23、12.18、R7.3.19

講演会・講習会・研修会の企画、参加
　年1回程度、時期未定

緑保健福祉センター及び地域の子育て関連団体
への支援協力と連携

その他情報交換等の委員会の開催

【おゆみ野地区部会】
発育、発達、しつけなど子育てへの不安や悩み
などを抱える親に対して、保健福祉センター等
と協力し、相談会、講習会などを開催するよう
努める。子育て中の親や子どもが集い、仲間づ
くりができる場（ふれあい・子育てサロン等）
を拡充する。

２　子ども達の集いの場の提供・情報提供、
地域と学校との交流

５　子育て中の親や子どもが集う場の開設・
拡充

【おゆみ野地区部会】
子育てサロンの実施：計10回
・R5.5.16親子の交流12名
・R5.6.21親子あそび（保育士:小田先生の指導
による→以下同様）25名
・R5.7.20親子の交流（会場都合で中止）
・R5.9.19親子の交流31名（聾学校より生徒12
名、先生3名、保健師2名参加）
・R5.10.16親子あそび　35名
・R5.11.16親子の交流、他34名
・R5.12.13親子あそび　28名
・R6.1.16親子の交流　30名
・R6.2.15親子の交流、他11名（ヘルスメイトに
よる離乳食メニュー紹介、試食、おみやげ付）
・R6.3.13親子あそび　36名
（開催場所：おゆみ野公民館、鎌取コミュニ
ティセンター、緑保健福祉センター）

研修会の実施
・R5.8.24「支援をする側～自分自身の心の整え
方や労り方について」
　場所：鎌取コミュニティセンター
　講師：公認・臨床心理士花澤先生

おゆみ野四季の道駅伝大会への協力
　地区小学校（おゆみ野南・小谷）「一年生と
昔遊び」への協力

その他情報交換等の委員会を開催

1　コミュニ
ケーション（学
び・継承・交
流・ふれあい・
社会参加）
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基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針地区部会エリア 取組項目

【おゆみ野地区町内自治会連絡協議会】
地域での防災活動
・各地区九都県市避難所訓練
　　令和５年９月実施予定
・避難所訓練
　　令和５年８月２７日実施予定

【おゆみ野地区町内自治会連絡協議会】
・各地区九都県市避難所訓練
令和５年８月２７日実施
・避難所運営委員会連絡会による協力・連携体
制づくりを実施

【おゆみ野地区町内自治会連絡協議会】
各地区九都県市避難所訓練
　令和６年８月２５日実施予定

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
・日常の見守り活動などにより、高齢者や
　災害時要支援者の最新情報の把握に努め
　る。
・台風・地震などの災害時は、安全確認や
　被害状況の把握、情報伝達を行う。

・避難所運営委員会の会議参加により、災
　害時における避難所の運営について地区
　ぐるみで検討する。

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
・高齢者実態調査により、高齢者の生活状況を
確認することが出来た。また、高齢者や災害時
要支援者の最新情報の把握に努めた。
・令和5年度は、千葉県内で大雨の被害が生じた
が、担当地区の被害はほとんどなく、被害対応
では特段の活動を必要としない1年であった。
・避難所運営委員会の会議に積極的に参加し
た。

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
・日常の見守り活動などにより、高齢者や災害
時要支援者の最新情報の把握に努める。

・台風・地震などの災害時は、安全確認や被害
状況の把握、情報伝達を行う。

・避難所運営委員会の会議参加により、災害時
における避難所の運営について地区ぐるみで検
討する。

【５０２地区民生委員児童委員協議会】
・引き続き新型コロナウィルスの感染予防に配
慮しながら、新しい生活様式に合った活動を検
討し、日常の見守り活動などをより充実させて
いく。

・今後起こりうる大地震・大雨の被害などに対
する避難支援体制の強化に向けて、自治会と協
力し、具体的な体制作りが必要である。

３　身近な生活
支援（見守り・
助け合い）

【おゆみ野地区部会】
健康を保持する活動を保健福祉センター・あん
しんケアセンター及び地域の医療機関等の協力
を得て、地域の週会やイベントの機会を利用し
て実施する。
ラジオ体操やシニアリーダー体操、健康ウォー
キング等への積極的に参加する仕組みづくりを
推進し、実施する。
　
各委員会の活動の中で、保健福祉センター・あ
んしんケアセンター並びに地域医療関係等の協
力を得て、講演や訪問などを具体的に計画す
る。

【おゆみ野地区部会】
　各委員会の活動の中で、保健福祉センター・
あんしんケアセンター並びに地域医療関係等の
協力を得て、講演や訪問などを具体的に計画し
た。

【おゆみ野地区部会】
　各委員会の活動の中で、保健福祉センター・
あんしんケアセンター並びに地域医療関係等の
協力を得て、講演や訪問などを具体的に計画す
る。

【おゆみ野地区部会】
共に活動する委員や協力者を増やす。

【５１１地区民生委員児童委員協議会】
【難所運営委員会に運営委員として参画・協
働】
●おゆみ野南小学校　7回
11自治会・施設管理者・民生委員６名
　4/21(日)6/23(日)7/13(土)8/25(日)
　10/12(土)12/7(土)2/22(土)
  研修会・勉強会・備蓄品倉庫確認・
会議・避難所開設訓練(九都県市合同)
　備蓄品棚卸等
●おゆみ野南中学校　５回
　5/11(土) 7/20(土)9/28(土)10/27(土)
    2/15(土)予定
 7自治会・施設管理者・民生委員４名
　会議・研修会・避難所開設訓練等
●金沢小学校  数回
　6/1(土) ・数回予定
　3自治会　施設管理者・民生委員４名
　会議・研修会・避難所開設訓練等

※定例会時にて３カ所の避難所運営委員会の現
状把握と情報を交換しあい共有する。
※民生委員が保有する名簿に掲載されている方
の優先順位づけ。

【５１１地区民生委員児童委員協議会】
・避難行動要支援者へのサポート体制の強化(避
難行動要支援者名簿が有効活用できるようにし
ていく)。

・個別避難計画の確認

・自治会と連携し平常時からの情報収集や具体
的な支援体制の構築。

・防災知識の普及啓発に努めていく。

・災害に関し、千葉市の最新情報の把握に努め
る。

・金沢小避難所運営委員会の体制づくりに協
力。

・手元に持っている名簿を有効に活用で
きるようにすること。(自治会との連携)

－

17　健康づくり支援

【５１１地区民生委員児童委員協議会】
・避難所運営委員会に参画・協働

・避難行動支援者への支援の強化・自治会との
連携 (サポータ)

【５１１地区民生委員児童委員協議会】
【避難所運営委員会に運営委員として参画・協
働】
●おゆみ野南小学校(７回)
11自治会・施設管理者・民生委員６名
4/22(土) 6/18(日)7/15(土)8/27(日)
10/14(土)12/2(土)2/25(日)
　研修会・勉強会・備蓄品棚卸・会議
避難所開設訓練(九都県市合同)等
●おゆみ野南中学校　6回
6/3(土) 7/22(土)8/27(日)9/30(土)
10/22(日)2/17(土)
7自治会・施設管理者・民生委員４名
会議・南小避難所開設訓練見学・避難
所開設訓練等
●金沢小学校　４回
　6/3(土)8/27(日)11/11(土)2/3(土)
3自治会　施設管理者・民生委員４名
　研修会・勉強会・備蓄品棚卸・会議
避難所開設訓練(九都県市合同)等

※おゆみ野地区連絡会参加 12/16(土)
※各避難所運営委員会に参加し、自治会の方々
と連携し、災害時の対応等学び、開設訓練を通
して発災時の確認が出来た。
※自治会の方々と連携強化に努めた。

12　防災訓練の充実、意識啓発、体制整備

２　緊急時の支
援と対応（災
害、防犯と防
災、感染症）
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【達成状況の目安】
◎：年度目標以上のものが達成できた場合
○：年度目標が概ね達成できた場合
△：年度目標の一部が達成できた場合

基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針

5,178人、 2,452世帯

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
　地域と学校との交流
　椎名小運動会
　　令和５年６月１０日開催予定

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
　椎名小運動会
　　令和５年６月１０日開催

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
椎名小運動会
令和６年５月２５日開催予定

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
地域との交流減少対策

【椎名地区部会】
地域の連帯感を高めるため、地域行事を開催す
る。
・米寿、金婚の記念写真撮影11/3
・敬老会9/30
・福祉バザー12月

【椎名地区部会】
・金婚式2組／米寿3組
　記念写真の撮影・贈呈11/3
・椎名地区8地区合同敬老会開催9/30
　みどり寿司49名参加
・1/28（土）椎名小学校　13時～15時
5テーブル／小規模開催

－

【椎名地区部会】
・金婚式／米寿
　記念写真の撮影・贈呈11/3
・椎名地区8地区合同敬老会開催9/29
　みどり寿司

【椎名地区部会】
・理事／町内会長／役員による企画、運営
　気軽に参加期待

【５０３地区民生委員児童委員協議会】
椎名小学校4年生福祉出前授業
　日　時　令和6年10月
　場　所　椎名小学校
　内　容　民生委員による福祉体験授業
　参　加　4年生40名
　　　　　民生委員、地区部会関係者

椎名小学校5年生食育支援事業
　4月15日　椎名ライスセンターを見学
　5年生40名が参加し、稲の育苗の様子や作業
を見学。
　5月8日　富岡町長徳寺下側にて5年生40名が
参加し、田植えを実施
　9月　上記場所にて稲刈り
　2月　感謝祭

※協力関係団体は令和5年度と同じ

1　コミュニ
ケーション（学
び・継承・交
流・ふれあい・
社会参加）

【５０３地区民生委員児童委員協議会】
福祉出前授業について
　福祉の分野は広いので、毎年、授業内容は変
えているが、民生委員だけでは、限界があるの
で、福祉の専門職の方の協力を得るなどして、
授業内容を見直すことも必要。

食育支援事業について
　事業に携わるメンバーの高齢化が進んでいる
ことから、協力者の確保に懸念がある。

【５０３地区民生委員児童委員協議会】
福祉教育等への協力
　椎名地区部会やその他関係団体と連携し、福
祉出前授業や食育支援事業を実施

【５０３地区民生委員児童委員協議会】
・椎名小学校4年生福祉出前授業
　10月16日に椎名小学校4年生37名を対象に、民
生委員による福祉体験授業（アイマスク着用に
よる視覚障害体験）を実施。併せて、民生委員
や地区部会の活動を資料・映像で説明。
・椎名小学校5年生食育支援事業
　食の大切さや農業への関心をもってもらうこ
とや地域住民との交流の一環で実施。
・4月18日　椎名ライスセンターを見学
5年生40名が参加し、稲の育苗の様子や作業を見
学した。
・5月11日　富岡町長徳寺下側にて5年生40名に
よる田植を実施
・9月12日　上記場所にて稲刈り
・2月21日　感謝祭
<協力関係団体>
・椎名ライスセンター・椎名地区部会
・ＪＡみどり野支店女性部、ＪＡ職員
・社会福祉協議会

－

23.7%

【地域の特徴】

自然豊かな農村地域で、地域には区画さ
れた田園が広がり、集合住宅地はあまり
ない。

６　地域の行事への積極的参加の呼びかけ、
文化の伝承

　

緑区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和５年度）個票
×：年度目標が全く達成できなかった、又はほとんど達成できなかった場合
―：達成状況の評価をしない、又は評価が困難である場合

地区部会エリア 取組項目

椎名エリア

２　子ども達の集いの場の提供・情報提供、
地域と学校との交流

【椎名地区部会】
小学校の児童に、地域での助け合い、ボラン
ティア精神の育成
・田植え体験5/11
・椎名小４年生にSDGｓ授業7/11
・椎名小４年生に福祉出前授業10/10
・羯鼓舞の演舞12月

【椎名地区部会】
・福祉出前授業　4年生50名　10/16
・SDGｓの授業　6年生30名、10/18
・５年生40名　育苗観察4/18、田植え体験
5/11、稲刈り9/12、感謝祭2/21
・羯鼓舞の発表12月　200名以上参加
・地域の特色を生かした支援の確立

【椎名地区部会】
・福祉出前授業　4年生50名　10月
・SDGｓの授業　6年生30名、7月
・５年生40名　育苗観察4/15、田植え体験
5/8、稲刈り9月、感謝祭2月
・羯鼓舞の発表12月　全校児童、保護者200名
以上参加
・地域の特色を生かした支援の確立

【椎名地区部会】
定期的な話し合いの場の確立
　おゆみ野ＪＡ婦人部、民生委員、椎名社協、
ＰＴＡ参加、学校職員、保護者、ライスセン
ター職員
　実施後の話し合い企画

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

18町内自治会

【高齢化率】

資料１
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基本
方針

令和５年度の目標又は予定 令和５年度の実績 達成状況 令和６年度の目標又は予定 今後の課題と方針地区部会エリア 取組項目

1　コミュニ
ケーション（学
び・継承・交
流・ふれあい・
社会参加）

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
スポーツを主体とした行事への協力
　①バレーボール大会
　　令和５年１１月１９日開催予定
　②ソフトボール大会
　　令和５年１２月３日開催予定
　③体育祭　※時間を短縮して開催予定
　　令和５年１０月８日開催予定

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
　①	バレーボール大会
　　令和５年１１月１９日開催
　②	ソフトボール大会
　　令和５年１２月３日開催
　③　体育祭
　　令和５年１０月８日開催 －

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
　①バレーボール大会
　　令和６年１１月２４日開催予定
　②ソフトボール大会
　　令和６年１２月８日開催予定
　③　体育祭
　　令和６年１０月１３日開催予定

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
行事参加者の減少対策

【椎名地区部会】
健康講座の開催、食事サービス時の健康相談の
実施、ウォーキングの推進
・6月から地区巡回体操会実施

【椎名地区部会】
・健康体操の会を各町内で実施
　20名参加
・食事サービス時健康体操の実施
　20名

【椎名地区部会】
・健康体操の会を各町内で実施
　20名参加
・食事サービス時健康体操の実施
　20名

【椎名地区部会】
地域の散歩者の支援

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
　①バレーボール大会
　　令和５年１１月１９日開催予定
　②ソフトボール大会
　　令和５年１２月３日開催予定

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
　①	バレーボール大会
　　令和５年１１月１９日開催
　②	ソフトボール大会
　　令和５年１２月３日開催
　③　体育祭
　　令和５年１０月８日開催

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
　①バレーボール大会
　　令和６年１１月２４日開催予定
　②ソフトボール大会
　　令和６年１２月８日開催予定
　③　体育祭
　　令和６年１０月１３日開催予定

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
行事参加者の減少対策

【椎名地区部会】
　公民館運営及び改築に伴う要望を協議し要望
書を提出する。

【椎名地区部会】
隔月、関係団体による話し合い実施
　市／区行政機関との話し合い開催　20名

【椎名地区部会】
隔月、関係団体による話し合い実施
　市／区行政機関との話し合い開催　20名

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
　公民館新設に向けた協議

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
地域関係団体で「椎名公民館新築促進委員会」
を組織し、公民館新設に向け協議した。
①公民館運営委員会
　令和５年６月２１日開催
②市・区との対話会
　令和５年８月２４日開催
③アンケート調査内容検討会開催
　令和５年１１月１２日実施

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
①学習振興課と協議、受講
②防災対策課と協議
③他地区との連携
④問題点の把握

【椎名地区町内自治会連絡協議会】
実現へ向けての取組

【５０３地区民生委員児童委員協議会】
　地域福祉活動団体との連携
　　地域福祉活動を行っている団体と連携し、
地域の様々な行事に協力を行う。

【５０３地区民生委員児童委員協議会】
・地区部会常任理事会（1回/月）に出席し、各
種取組に関する意見交換を行った。
・4年生対象の福祉講座など、学校行事への参
加、協力を行った。
・歳末独居高齢者慰問
地区民生員が独居高齢者宅を訪問し安否確認を
行った。
・地域行事に協力した。
　椎名地区合同敬老会（9/30）
　米寿・金婚者の記念写真撮影（11/3）
　椎名地区福祉バザー（1/28）

【５０３地区民生委員児童委員協議会】
・地区部会常任理事会（1回/月）に出席し、
各種取組に関する意見交換を行う
・4年生対象の福祉講座など、学校行事への参
加、協力を行う。
・歳末独居高齢者慰問
地区民生員が独居高齢者宅を訪問し安否確認
を行う。
・地域行事に協力する。
　椎名地区合同敬老会（9月）
　米寿・金婚者の記念写真撮影（11月）
　椎名地区福祉バザー（1月）

【５０３地区民生委員児童委員協議会】
・事業に携わるメンバーの高齢化が進んでいる
ことから、協力者の確保に懸念がある。

－

17　健康づくり支援

３　身近な生活
支援（見守り・
助け合い）

18　地域の課題解決に向けた連携

６　地域の行事への積極的参加の呼びかけ、
文化の伝承
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